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2009 年  01 月  01 日  

熊野の旅 あけましておめでとうございます  

 
 
 ２００９年初日 
 初日の出ではありません。 
 初日の出から３時間・・・『出』は行きませんが、今年の『初日』です。 
 上天気、穏やかな元旦です。 
 少しはよいことがありそうな・・・ 

 
 今年もよろしくお願いいたします。 

 
Tags:熊野市             by je2luz | 2009-01-01 10:27 

 

 

 

 

2009 年  01 月  03 日  

熊野の旅 お正月の南紀  

 天候に恵まれた三が日です。 
 もっとも、太平洋側の新年は晴れることが多いのですけどね。 
 昨日と今日でこのあたりの成人式は全部終わるようです。 
 晴れ着を着る女の子にとっては雨は大敵ですからね。 
 田舎の正月は車が増えます。 
 連休で観光客が増えると言うより、帰省客が増えるからですね。 
 それでも、一時期よりは帰省客も減って来ています。 



 お正月に帰省する人の年齢はある程度限られます。 
 学生さんと比較的若い夫婦が多いです。 
 子供が小さくて、田舎に連れてゆくと喜ぶ年代の時には、田舎のおじいちゃんおば

あちゃんも元気で待っていてくれます。しかし、少し大きくなってくると田舎に行く

より友達とほっつき歩く方を選択するようになるので、親も帰省しなくなります。 
 つまり、２０代から３０代くらいの人が帰ってくるわけです。 
 田舎出身のその年代の人の数は急速に減少しています。昔に比べ半減していますね。 
 車時代に入った３０年程前には、田舎の農道などは帰省客の車で走りにくい状態で

した。しかし、今ではそれほどの車は帰ってきませんね。 
 道路を作っても、帰ってくる見込み客が居ないと言うことです。 

 
 それでも、普段に比べると随分車は多いですね。 
 昨日、太地まで行ったときも、無料の新宮勝浦高規格道路は結構車は多かったし、

三重県と和歌山県の県境の熊野川を渡る大橋と新宮市内は停滞していました。 
 行く所もあまり無いところですから、ショッピングセンターに向かう車がやたらと

多かったですね。 
 太地の『クジラ博物館』には家族連れがそこそこ居ました。そこそこ居るけど、そ

こそこしか居ない…と言う感じでしたね。 
 『イルカショー』『シャチのショー』『クジラのショー』全部楽々見られるのですか

ら観光地のかき入れ時にしては少し淋しいかなあ… 
 あちこちの水族館の呼び物のイルカはここから貸し出されている物も多いようで

すが、貸し出した先の便利な水族館の方が流行っているのでしょうね。 
 巨大な水槽を整備できる力もなし、整備しても都会から 250Km も離れた所では週

末の客なんて来るはずもなし… 
 うちの子供が小さかった頃よりはゆったり見られるのが良くなった所です。 
 ゆったり過ぎるとなくなっちゃうかもしれませんね。 

 

Tags:熊野川 熊野市   太地シャチのショー      by je2luz | 2009-01-03 10:18  



2009 年  01 月  04 日  

熊野の旅 長尾山   

 熊野市は紀伊半島の東南側に位置しています。 
 目の前には太平洋・熊野灘で広々とした景色が広がります。後は緑の山々が連なっ

ています。その山も、さほど高い物ではありません。最高峰の保色山でも 1028ｍほ

どしかありません。しかし、切れ目無くびっしりと山並みが続いています。 
 開けた方向にあるのは小笠原とか硫黄島、その向こうはアメリカ大陸や南米大陸だ

けです。 
 北風なども吹き込まない代わり、陸路の交通も困難ですが、空を経由してくる電波

も周波数によってはやって来れません。 
 マイクロウエーブ、テレビの電波、携帯電話など割合と新しい分野のものは周波数

の高い電波を使いますから、この地方は孤立状態になります。 
 そうした立地条件ですから、高い山の上にそうした電波を使う施設の中継所があり

ます。 
 都会では高層ビルの屋上にパラボラアンテナが上がっている光景もありますが、地

形の険しい地方では山の頂になります。 
 中継施設の中でも放送施設は、高い山の頂で町から見える場所出ないといけません。 
 熊野市では『長尾山・782ｍ』と言う山がそうした条件を満たしています。険しい

山ですが、そのために山頂まで道路が作られています。 
 昔は、一雨降ると路面が流されて普通の車では走行不能になる道でしたが、今では

一応全面舗装の道路になっています。 

 
 狭い山頂ですが、こうした道路が入っている山など他にはありませんから、各種の

無線設備がずらりと並んでいます。テレビの全放送局の中継施設が当然あります。電

力会社の専用無線設備や熊野市の防災無線、消防無線、三重県警の中継…一番大きい

タワーの NTT マイクロウエーブがグラスファイバーの設置で縮小されていっていま

すね。単なる中継基地は保守管理の大変なこうした施設からグラスファイバーの地下



ケーブルに置き換えられてゆくでしょうが、電波を出す施設は東京タワーより高いこ

うした山を使い続けるしかないでしょうね。 

 
 このの中継施設のパラボラはほぼ同じ向きを向いています。 
 伊勢の方向です。名古屋、津から伊勢の朝熊山へそこから色んな方向に分配されて

いるようです。 
 この頂は、無線施設群なのに良くある専用施設のように立ち入り禁止と言う形には

なっていません。こうしたタワーのある山頂に登ることが出来ます。 
 壁のように切り立った海側の斜面の下には熊野市の中心部や七里御浜・南牟婁郡が

箱庭のように見えています。実に景色の良い所です。 
 何にも無い所ですが、一般の人も景色を眺めに時々登ってきます。 
 私たちアマチュア無線家にとってはメッカのような所です。 
 ここに登れば普段は全く縁の無い、東京も大阪も軽々と交信出来るからです。 

  
 昨日、１月３日に息子が無線をしに登った折に忘れ物を届けがてら登って来ました。 
 山頂は夏でも涼しいくらいで、冬場は大変なのですが、ぽかぽか陽気で孫娘たちも

はしゃぎまわっていました。 
 眼科の景色はフィルムカメラの方の写真で後日載せます。 

  
Tags:熊野市 七里御浜                by je2luz | 2009-01-04 10:2 

 

 

 

 

2009 年  01 月  05 日  

熊野の旅 熊野市紀和町 トロッコ電車  

 長い間止まっていた紀和町の紀州鉱山あとの『トロッコ電車』も運行をしているよ

うです。 
 トロッコ電車と言っても、京都とか黒部のような完全な鉄道ではなく、動物園や遊

園地の「お猿の電車」みたいな超小型の物です。 
 紀州鉱山の坑道に張り巡らされていた、銅鉱石を運び出し、鉱夫を送り込むのに使

われていた坑内トロッコの規格ですから恐ろしく小さな物なのです。 
 子供でも体を折りたたまないと出入りが出来ないおもちゃのような客車をバッテ

リーで動く機関車が牽引しています。 
 機関手のおじさんがやたらと大きく見えます。 
 走っているのは『瀞流荘・せいりゅうそう』と言う温泉施設と、『湯ノ口温泉』と

言う温泉施設を結ぶ間だけです。 
 所要時間１０分ほど、殆んどトンネルの中です。 
 真っ暗な中をゴットンゴットンとゆれながら進むもので、長すぎれば退屈するでし

ょう。 



 

 
 運行ダイヤはすぐに折り返すか一時間後の電車で引き返すかと言うことです。 
 『瀞流荘』から乗れば終点の『湯ノ口温泉』では割合と安い温泉施設がありますか

ら、一風呂浴びて帰ると言うスタイルが良いのかもしれません。 
 往復と入浴付きの切符が安かったと思います。 
 待合室や切符売り場に人がいなくても、鍵が開いていて「運休」の看板が無ければ

時間になると何処とも無く係りが現れます。 
 お子様連れとカップルには向くでしょうね。 
 何しろ狭い車両ですし、真っ暗に近い社内とトンネルですからね。 



 よほどのことが無い限り、同じ車両に相乗りにはならないでしょうしね。 
 急ぎ旅の人はひとりが犠牲になって車を回送して迎えに行かなくてはならないか

も… 
 Tags:熊野市 紀和町               by je2luz | 2009-01-05 13:04 

 

 

 

 

2009 年  01 月  07 日  

熊野の旅 今年もありました 成人式  

 今年も正月３日に成人式がありました。 
 例年通り熊野市民会館で行われていました。 
 この市民会館の収容人員は７００人ほどだと思います。一部は来賓席になっていま

すが、ほかは新成人のための席です。 
 かつてはきちんと地域別の札が出されていて、大体その通りに着席していました。 
 そうしないと整理できないだけの新成人が居たからです。 
 見物に来た親などは市民会館の前の道路にたむろしていた物ですが、今年出掛けて

みると前の道路などに人がいませんでした。 
 何のことは無い、会場が空いてしまって、親御さんも会場に入ってしまっていまし

た。なんとも、納まりのよい成人式になっていました。 
 顔なじみの市の職員と話したのですが、淋しくなった物です。 
 それと、近年の新成人は大人しくなっています。 
 会場整理の方では非常に楽になってはいますが、おとなしい羊の群れのような感じ

ですね。 
 随分前から、若者がおとなしくなって、たまに個人的に跳ねて暴れるやつはいても、

社会に対し声をあげデモなどする考えは更々無くなってしまった、牙も角もを抜かれ

た状態ですから、跳ねるのがいなくなれば羊より大人しいのかもしれません。 

 



 田舎の成人式はこのように正月やお盆に行われるのが普通になっているようです。 
 成人が２０歳と言うことは、殆んどの若者は大学生か専門学校生です。 
 田舎にはそのどちらもありません。熊野には『近大高専』があるのでほんの一部だ

け地元で学生をやっているだけです。皆が顔を合わせられるのは年にこの二回くらい

ですからね。 

 
 数は減っても、女の子は皆さん振袖ですね。それに、男の子の和服姿も増えていま

す。羽織袴の男の子と、振袖に子供のような帯を結んだ女の子…千歳飴でも持たせた

ら七五三と変わらないような感じもしました。 

 
 昔の場合は、中学校を卒業した段階で就職する子の方が多く、高校を卒業する子も

殆んど就職していたので、新成人の大多数が社会人５年とか２年の大人だったわけで

すから、当然雰囲気は違うはずですね。 
 こうした、成人式風景が日本中の田舎で見られたと思います。 
 そして、成人式の日には付き物だった、晴れ着の女の子が町中で見かけられると言

う光景がどんどん減っているのも共通だと思います。 
 そうした姿を見て、『今日、成人式だったのだ…』と気付くことも無くなってきた

町も増えてきたでしょうね。 
 来賓の方が多い成人式なんて見たくないですね。 
 入学式や卒業式では随分前から見ていますが・・・ 

  
Tags:熊野市 昭和                by je2luz | 2009-01-07 10:51  

 

 

 

2009 年  01 月  08 日  

熊野の旅 眺望 長尾山  

 



 熊野市内から３０分ほどで山頂まで車で登れる『長尾山』からの眺めです。 
 冬の低い位置にある太陽が海を照らして美しく光ります。 
 標高は 782ｍですが、七里御浜の始まりの木本からお終いの新宮まで見渡せます。

遠い方では太地町の梶取岬（かんどりみさき）もはっきり見える場所です。 
 後方向は紀伊山地の山々がぐるりと取り囲んでいます。緑の巨大な山塊以外は何も

ありません。 

 
 この写真に見えている足元のほんの少しの平地と丘陵部分が紀伊半島では広いと

言われる『七里御浜』沿いの部分です。 
 空が広くて、広々と感じるのは無限に広がる海の上の空を自分の物のように感じる

からです。 
 実際はちょいとした川の河川敷程度しかない物なのです。川には対岸部分もあるの

ですが、熊野灘には対岸部分がありませんからね。 

 
 こんな所ですから、昔から神々は暮らせても、まともな豪族も大名も育たなかった

のです。 
 そして、近代になっても、国の守りとしてこんなに突き出しているのに重要視もさ

れませんでした。戦後の開発期になっても、列島改造論でも取り残されました。 
 おかげさまで、地元の人の生活廃水とかで汚す他には川も海も殆んど汚しませんで

した。 
 汚す原因になっていたパルプ工場も一つ残して閉鎖なったし、人口も 1/3 ほど減り

ました。 
 猿や猪、鹿や狸…動物はどんどん増えています。 
 『熊野古道』が『古道』になる前の時代に戻ってゆくようです。 
 神々と仏の気配しかない場所が身近になっています。 
 団体ではなく、一人とか二人で訪れるのがよろしいかと思います。 
 カメラは センチュリー・グラフィック+トプコール S65ｍｍ  
Tags:熊野市 七里御浜 モノクロ       by je2luz | 2009-01-08 11:01  

 

 

 

 

2009 年  01 月  09 日  

熊野の旅 眺望 丸山千枚田  

 『熊野古道』には峠が沢山あります。 
 というより、峠を越えるのが熊野古道ですね。 
 何しろ、『熊野古道』のこちら側、『伊勢街道』では新宮と木本の間の七里御浜を通

る『浜街道』の７里以外に平らな所は無いのですから・・・ 
 他の部分は海岸線でも峠越えばかりです。峠越えのたびに海の広がりは実感できる

のですが、山間部に入ると大きな峠になっても山並みがかすんで見えるだけで変わり

映えしないものです。 



 そんな中で木本から本宮に向かう途中にある、『丸山千枚田』の眺めは一味違う物

になります。 

 

 山の中に突然現れる広い棚田と遠くまで開けた紀伊山地の山並み…なかなかのも

のです。 
 冬場の今は寒々とした刈り跡の広がるモノトーンの田圃が積み重なっています。 
 人力のすごさを伝えてきます。 
 しかし、その向こうに広がる広大な山地から見ると、人間が作った田んぼなどは小

さく見えます。 

 
 今は道路沿いに展望台が用意されているので棚田の景色が眺められます。 
 こうしたところが用意されるまでは木々の間からすかしてみるような感じで全体

を見渡す『眺望』なんて望めなかったようです。 
 近づくと、自然石を営々として積み上げていった先人の苦労が伝わります。 
 遠くから眺めると、計算されたくらいにきれいな造形美が見られます。 

  
 冬枯れの時期の田舎は人気も無く淋しい物です。しかし、それはそれでよいもので

す。 
 殆んど雪の積もらない地方ですが、年の数回はここも雪化粧します。 
 私の車ではそんな光景を撮影に来ることもままなりませんけどね。 

  
Tags:熊野古道 千枚田 モノクロ           by je2luz | 2009-01-09 11:05 



2009 年  01 月  10 日  

熊野の旅 隠れた名城 赤木城 1  

 熊野市紀和町の『丸山千枚田』は日本棚田百選だとか色んな所に顔を出すので、『熊

野古道』めぐりの人も立ち寄るし、結構有名になっています。 
 この『丸山千枚田』の少し先に、戦国時代末期の山城としては『名城』と言えるよ

うな城跡があります。 
 国取り合戦の面では重要性は無い場所なのに、見事な石垣を積み上げたものです。 
 山城は土を掘っただけの空堀をめぐらせ、少しだけ石垣を積んで砦を建てたものが

多いので、田舎の小さな山城はその跡を探すのも大変なことが多いのですが、紀和の

山の中に聳える城跡は異色な物です。 

 
 この城は天正１６年（1588）に『太閤検地』に反対して起きた『天正一揆』を平

定し、睨みをきかせるために翌天正１７年に築城されたと言います。 
 規模は小さいですが、城門とか虎口と言われる狭まった通路を作るなど、自然の地

形もあって中々攻めにくい本格的な城造りをしてあります。 

 
 それはそうでしょう。 
 ここは、かの城造りの名手、『藤堂高虎』が秀吉の命を受けて築城したと言われて

います。 
 一揆が完全に納まるまで、ここを拠点に十津川までの範囲を治めていたそうです。 
 修復された石垣と案内板、そして植樹された桜以外には下手な建物などは再現され

ていません。 
 そのため、この城が攻めにくそう…と言うことが実感できます。 



 
 近年はやたらと税金を垂れ流してこうした場所に訳の分からない復元？建造物を

建てるのが流行っていますが、やめて欲しいものですね。 
 何も無い方が元の時代が偲ばれると言うものだと思うのですがねえ・・・ 
Tags:熊野古道 紀和町 モノクロ  紀和町赤木城跡   by je2luz | 2009-01-10 12:15  

 

 

 
 
2009 年  01 月  11 日  

熊野の旅 一揆鎮圧 赤木城 2  

 



 赤木城に来て城跡を見て、まず驚くのは小さいながら本格的な築城された物だと言

うことでしょう。 
 上に登ると、『城』のミニチュアを見るような感じです。 
 一つ一つの建物跡の敷地は今の宅地分譲程度に見えます。 
 これは急斜面の上に建てられた地形状仕方ないわけです。と、いうよりそれを利用

して攻めにくい城を築いた訳です。 
 豪族が住む『館』では無いのは一目で分かります。 

 
 次に思うのは、一番上に登っても遠くまでの眺望が開けないと言うことです。 
 高い山に囲まれた中の下り尾根の小高い所に造られています。 
 私達が一般に見学する城は平地とか平地を望む山とかの上にあり、領地をずっと見

渡せる、領民からよく見えるところにあるものです。 
 攻めてくる敵を発見しよく、下々には殿様のご威光を見せびらかすことの出来る所

でです。 
 しかし、『赤木城』は見渡すほどの平地は無く、見せ付ける領民もあまり居ない山

の中です。 
 まさに、山城なのです。なのに、難攻不落といえるような城を作ったのは… 
 まずしい紀州と南吉野の山間部は百姓一揆が起き易いからと言うこともあるでし

ょう。大きな豪族も育たず、大きな大名が住み着けるところでもないので一揆とかが

起きよいし、不便な割りに都や大阪に近いし、放置すると飛び火するのが『一揆』で

すから、積極的に鎮圧したのでしょう。 

 
 歴史上ではこの赤木城のきっかけになった『天正一揆』以降も幕末に掛けて何度も

何度も一揆や押し掛けが記録されているようです。 
 この紀和町赤木は吉野からの西山街道・海からの尾呂志街道・本宮道の合流点に近

く、見晴らしが悪くても、吉野十津川・北山、紀州奥熊野の二つを見張るには良い場

所なのです。 
 だからこそ、太閤秀吉も藤堂高虎なんて結構大物をこんな僻地に送り込んだのでし

ょう。 

 
 この『赤木城』から少し離れた街道の分かれ道の所に一揆の謀反人を処刑した刑場

跡があります。 
 見せしめ刑ですから、谷あいではなく高台にあります。 
 今ではそこも観光材料にされていて看板も出ています。 
 これも道のすぐそばなので、赤木城に向かえば見落とすことは無いでしょう。 
 食い詰めた百姓のデモ隊が暴徒化したときの犠牲者の処刑跡です。 
 観光化するのもどうかと思いますがねえ・・・ 
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2009 年  01 月  12 日  

熊野の旅 観光資源群 旧紀和町  

 日本全国、観光開発がずっと叫ばれ続けています。 
 熊野三山などはそれの走りでしょうね。 
 今は三重県の観光大使？みたいなのに鈞ちゃんが任命されているようですが、熊野

古道の方はもっと大物が『恐れ多くも畏くも』御自ら買って出てくれたようです。 
 歴史でおなじみの後鳥羽上皇とか後白河上皇なんて人たちです。宣伝効果もあり随

分賑わったようですね。 

 
 今では熊野市の一部になっていますが、旧南牟婁郡紀和町は山の中と言えども観光

資源は結構揃っています。 
 先に紹介した『赤木城』、『丸山千枚田』『トロッコ電車』『鉱山跡』の他にも『瀞流

荘』と『湯ノ口温泉』と言う二つの温泉施設、『キャンプ場』『屋内プール』まで揃っ

ています『北山川の鮎釣り』もあります。 
 名物なら『雉鍋』なんてのもあります。 
 人口１５００人ほどの旧紀和町にこれだけの観光資源を持っているのです。すごい

物です。 

 

 基幹産業は林業と農業と言うのは日本中何処の田舎も同じです。 
 紀和町も同じで、林業は紀州杉の本場として江戸時代以前からの物です。 
 住民 17０人に一箇所ほどの観光資源があっても、観光では飯が食えないのでどん

どん過疎が進みます。 
 道が良くなってさっと車でこれるようになると、例え観光客がやってきても昼飯も

片田舎では食べようとしません。 
 ただで見られる『丸山千枚田』『赤木城』『鉱山跡』などを見て、せいぜい安いほう

の『湯ノ口温泉』に入って帰ってゆきます。風呂に入ってくれれば良い方ですね。 
 風呂に入らなければ、観光客の残すのは排気ガスとオシッコだけです。 



 

 その割りに観光に注ぎ込む予算は大きいです。 
 日本中の行政が『観光振興』と言う呪文に騙されているようです。 
 『おらが國さの宝』を自慢する…そのために使うと言えば良いのですが、『観光振

興で村おこし』などとのたまわれます。 
 パンフレット代、キャンペーン代、観光課の職員代、観光会館維持費…それすら稼

ぎ出せません。 
 だから、何処もやたらと見学料を取り出して…その点このあたりはそんなみみっち

い物は頂いて居りません。ただ来て頂ければありがたいのです。 

 
 『まーあ、よう車が走るのし…』と、生きた世界遺産のようなじいさま・ばあさま

が喜んで眺めてくれます。 
 ただ、道路を横断するのに時間が掛かりますから、その人たちが横断していたら、

動き回る赤信号だと思ってじっくり止まってくださいね。 
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2009 年  01 月  13 日  

熊野の旅 新春 熊野市駅伝  

 お正月の駅伝と言うと、第一番は『箱根駅伝』でしょうね。 
 今年は見ませんでしたが、毎年二日間にわたってテレビを掛けっぱなしにしてチラ

チラ見るものです。 
 次に浮かぶのが『京都駅伝』でしょう。 
 都大路を女の子が駆け抜ける 42.195Km ですね。 
 その京都駅伝と同じ日、１月１１日に熊野市でも『新春駅伝』が行われました。 



 これはミニ駅伝になり、子供から大人まで、まじめに順位を競うチームから、参加

することに意義ありとか仮装して走るチームまで混在のものです。 
 １００チームを越す参加のものです。 

  
 今年は１月１１日１１時スタートと言う覚えよいものでした。 
 スタートは熊野市駅前です。 
 スタート後は木本町を一周してもう一度駅前経由で駅裏の井戸町オレンジロード

に入り一路有馬町へ…起伏の割と少ないコースです。 
 もうすっかり恒例になっているので沿道にはそこそこ応援する観衆も出ています。 
 もっとも、これだけの地元、もしくは近隣の選手団が参加するとなると、関係者、

知り合いだけでも結構な数になります。 

 
 陸連公認とかいうたいそうな物では無いので、市職員やボランティア、各町内会に

支えられて運営されています。 

 
 公道を一時とは言え通行止めにしますから、公安委員会の許可も取っていますし、

正規の先導車と言うわけではありませんが、パトカーも白バイも出動しています。 
 しかし、しんがりの監視車は米屋さんの配達用のオートバイでした。配達用のカゴ



に『最後尾』と言う紙が張ってありました。 
 いかにも手作りと言う感じですがもう２０年はやっていると思います。 

 
 そこそこ遠くからのチームも参加しているようです。 
 どうやら強いのは陸上自衛隊久居駐屯地のチームなどみたいです。 
 そのあたりはやっぱり順位を競うようですからね。 
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2009 年  01 月  14 日  

熊野の旅 新春 熊野市駅伝大会 2  

 マラソンや駅伝と言った長い距離を走るのが好きな人の気持ちは良く分かりませ

ん。 
 私の体質は短距離型らしく長い距離は苦手です。学生時代はバスケット部で長い距

離も走らされましたが苦手でした。試合で３０分４０分と走り回っても大丈夫なのに

トットコ走ると１０分もすると嫌になって苦しくなります。 
 そんなのですから、今では歩くのも億劫で、写真を撮るのでもよほどのことが無い

と車から資材を下ろして 30ｍとかせいぜい 100ｍくらいしか離れません。 

 

 この子は駅伝大会の先頭の方を走って居た子だと思います。 
 元気な盛りとは言え「飛ぶように」走っています。それに嬉しそうな感じで走って

いますね。沿道に出てくれているおばちゃんたちの声援も心地よいでしょうね。 



 
 『熊野新春駅伝』は風さえ吹かなければ京都なんかより数度気温が高いですから、

長距離ランナーにはちょうど良い気温だと思います。 
 それに距離も短いですから素人集団でもたすきリレーは出来ると思います。 
 もっとも、優勝しても地元紙に載るのと公報熊野に載るくらいしかありませんけど

ね。 
 集合してスタート…ゴール…解散まででも２時間ほどで終われますから、熊野古道

散策のついでに参加できる程度です。 
 丸一年先、多分１月１０日にお開催されると思います。一度参加されてはいかがで

すか？第一走者の方の雄姿はこのように私のブログに載るかも知れませんよ。 
 予約されてもゼッケン番号だけではファインダー越しに区別できませんから漏れ

ちゃうこともありますけどね。 

 
 かつてはお盆や正月の頃にはごちゃごちゃ人が居た熊野市駅も今では帰省ラッシ

ュなどとは縁が無くなっています。『熊野大花火大会』は別格として、駅前が人で埋

まるのは、この『新春駅伝』の時くらいしかありませんね。 
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